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(54)【発明の名称】 反射型液晶パネル

(57)【要約】
【課題】  導光板端面から入光した光が偏光板を透過し
てパネルまで到達し反射するために起こる入光部分が明
るくなるという課題を解決する。
【解決手段】  ガラス基板の表示面側に、ガラス基板側
から偏光板２、接着層３、導光板４を貼合した反射型液
晶パネルにおいて、導光板４のガラス基板側面と表示面
側面との、入光面近傍部に遮光を行う。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ガラス基板の表示面側面に、ガラス基板
側から偏光板と、接着層と、導光板とを貼合した反射型
液晶パネルであって、前記導光板のガラス基板側面と表
示面側面との、光源からの入光面近傍部を遮光すること
を特徴とする反射型液晶パネル。
【請求項２】  前記導光板の入光面近傍部に施す遮光
は、前記導光板のガラス基板側面と表示面側面とのいず
れか一方であることを特徴とする、請求項１に記載の反
射型液晶パネル。
【請求項３】  前記導光板の入光面近傍部に施す遮光
は、遮光フィルムを前記導光板に貼合してなることを特
徴とする、請求項１または２のいずれかに記載の反射型
液晶パネル。
【請求項４】  前記導光板の入光面近傍部に施す遮光
は、前記導光板に遮光層を積層してなることを特徴とす
る、請求項１から３のいずれかに記載の反射型液晶パネ
ル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、反射型液晶パネル
に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来の導光板を液晶パネルに接着した反
射型液晶パネルを図１に示す。従来の導光板を液晶パネ
ルに接着した反射型液晶パネルでは、フロントライトの
入光部近傍が明るくなるのが一般的である。これは、導
光板から入光した光が、偏光板を透過し液晶層に届き反
射されるためである。
【０００３】例えば、導光板の屈折率を  ｎ１=１．５
３、偏光板の屈折率を  ｎ２=１．４９、ガラスの屈折
率を  ｎ３＝１．５３  とした場合、導光板端面から入
光した光のうち、導光板端面に対する屈折角が０度から
１３度の光は、導光板内部で全反射し伝播する。導光板
端面に対する屈折角が１３度から２０度の光は、偏光板
上で一部透過、かつ、偏光板下で一部反射する。しかし
ながら、導光板端面に対する屈折角が２０度から４０度
の光は、導光板表面で反射し偏光板を透過し液晶に到達
するか、又は直接偏光板を透過し液晶に到達する。
【０００４】このような場合、フロントライトの入光面
近傍部が明るくなり、均一な輝度分布を得られなくなる
という課題を有する。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】従来の導光板を液晶パ
ネルに接着した反射型液晶パネルでは、導光板端面から
入光した光が偏光板を透過しパネルまで到達し反射する
ため、入光面近傍部が明るくなる。
【０００６】本発明では、入光部分近傍の導光板表面を
遮光することで、パネルに到達する光を減らすことを目
的とする。
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【０００７】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に、本発明は、ガラス基板の表示面側面に、ガラス基板
側から偏光板と、接着層と、導光板とを貼合した反射型
液晶パネルであって、導光板のガラス基板側面と表示面
側面との、光源からの入光面近傍部を遮光することを特
徴とする反射型液晶パネルである。
【０００８】また、本発明は、導光板の入光面近傍部に
施す遮光は、導光板のガラス基板側面と表示面側面との
いずれか一方であることを特徴とする反射型液晶パネル
である。
【０００９】また、本発明は、導光板の入光面近傍部に
施す遮光は、導光板に遮光層を積層してなることを特徴
とする反射型液晶パネルである。
【００１０】また、本発明は、導光板の入光面近傍部に
施す遮光は、遮光フィルムを前記導光板に貼合してなる
ことを特徴とする反射型液晶パネルである。
【００１１】また、本発明は、表示側のガラス基板上
に、ガラス基板側から偏光板、接着層、導光板を貼合し
た反射型液晶パネルにおいて、導光板の接着面側と、も
う一方の溝形状を施した面側の、入光面近傍に遮光を行
ったことを特徴とする反射型液晶パネルである。
【００１２】このような液晶表示素子を作成することに
より、入光部分が明るくならない、輝度分布が均一な反
射型液晶表示素子を提供することができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下に本発明の実施の形態につい
て、図面を用いて説明する。
【００１４】図２は第１の実施の形態における導光板を
液晶パネルに接着した反射型液晶パネルを示す。１は反
射型液晶パネル、２は偏光板、３は接着層、４は導光
板、５は遮光フィルム、６は光路を示す。
【００１５】反射型液晶パネルは３．５インチで、偏光
板の上に接着層を介して導光板を貼合した。導光板の貼
合は、偏光板表面と導光板の接着面のそれぞれに１００
ｍｇの光硬化型接着剤を滴下し、それを合わせて接着剤
を充填させ、４５００ｍＪの光をあてて硬化した。接着
剤の厚みは、導光板に設けた高さ１００μｍのリブによ
って行った。
【００１６】次に、導光板の入光側近傍部の表側と裏側
とに、幅１．４ｍｍ、長さ７５．８ｍｍの遮光シートを
貼合した。
【００１７】最後に、導光板を貼合したパネルをセット
に組み込んだ。
【００１８】従来の入光部を遮光していないパネルでは
入光部分近傍が明るくなり、輝度分布が均一でなかっ
た。しかし、入光部分の導光板表面を遮光したパネルを
使用したところ、入光部分が明るくならず、輝度分布６
０％の良好な表示状態が得られた。
【００１９】
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【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、入
光部分が明るくならない、輝度分布が均一な液晶表示素
子を作成することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来の反射型液晶パネルを示す図
【図２】本発明の反射型液晶パネルを示す図
【符号の説明】 *
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*１  反射型液晶パネル
２  偏光板
３  接着層
４  導光板
５  遮光フィルム
６  光路
７  ランプ

【図１】 【図２】
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摘要(译)

一个目的是解决由于从导光板的端面入射的光穿过偏振片，到达面板并
被反射而使光入射部分变亮的问题。 解决方案：在反射型液晶面板中，
将偏光板2，粘合层3和导光板4从玻璃基板侧粘合到玻璃基板的显示表面
侧，导光板4的玻璃基板侧表面和显示表面侧表面是 光在光入射表面附
近被屏蔽。
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